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「東三瓶フラワーパレー」のコスモス祭

春にはボピーが咲いた花畑で、今秋10月 10日 には第14

回のコスモス祭が開催されました。

毎年10月 中旬には約100万 本のコスモスが咲き揃うので

すが、今年はあいにくの雨も重なり、3部咲き程度でした。

「秋桜」とも書くこの花の花言葉は一般に 「乙女の莫心」

ですが、花の色により表現も変わり赤|よ「愛情」、白は 「純

潔」です。

く横田町

奥出雲おろちループの
「三井野大橋」と紅葉

雲南地域は紅葉が大変されい

な所がたくさんありますが、

特に赤しヽ三井野大橋と山並の

アングルは絶景です。

2重 ループ方式で結ぶこの道

路には途中3箇 所の展望台が

あり、 トロッコ列車からの景

観と併せ、この時期多くの観

光客で賑わいます。

この地は平家の伝説から 「平

家平」と呼ばれ、出雲 ・伯畜 ・

備後の三国が接する地です。

平成16年11月18日発行

vノ

〒690-2403
島根県雲南市三刀屋町下熊谷17フ3-l
TEL0854 45 5880 FAX0854 45 5887
E―mailiinfo④unnan ip



私たちの暮らす雲南地方には、伝統文化として有名な 「神楽」の上演が沢山あります。しかし、

年間を通じ、いつどこでどの社中 ・保存会が奉納 。上演しているのかなかなか知られていません。

今回は、神を招来し神のお告|ザを聞く神事として営まれ、「出雲風土記どに残る数々の神話と共に、
ここ雲南地域で受け継がれてきた神楽の見方や楽しみ方を紹介しましょう。

いわと

別に 「天の岩戸」とも呼ばれます。

須佐之男命があまりにも乱暴で、天照大御神

が 「天の岩戸」にこもつてしまったので

他の神々は岩戸の前で神楽を舞つて慰め

ました。すると天照大御神が案の定、岩

戸を細めに空けて外の様子を伺つた隙に

手力雄命が岩戸を取り除しヽたので、世の

中は再び国の光を浴びることができたと

いう神楽です。

ひのかわおろちたいじ

0。
別に「八戸」、「八頭」又は「八重垣」とも呼

ばれます。

須佐之男命が斐伊川の上流に降りたとき、

姫 (稲田姫)を連れて嘆き悲しんでしヽる老夫

婦に会い「八岐大蛇の荒振る様子」を聞き、

命は大蛇を退治しようと毒入りの酒を作つ

て大蛇に飲ませ、酔いつぶれたすきに退治し、

尾先から天叢雲父」を得、この姫をめとり、詠

んだ歌が 「八雲立つ出雲八重垣つまこめに

八重垣つくるその八重垣を」としヽう神楽です。
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2年 間を通 して各社中や各保存会がど

こで奉納 ・上演しているのでしょうか?

今年度の状況と予定をもとに紹介 し

ましょう。
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と場所を確認 して、ぜひ雲南の神楽を鑑賞下さい。

江戸時代の初期、出雲東部に勢力を誇つた佐

太神社では、旧来の神楽に 「能楽」の要素を取

り入れて、格調高い神楽を誕生させました。こ

の神楽こそが、その後の出雲神楽に影響を及ぼ

す 「佐陀神能」で、出雲の神楽は多少なりとも

この佐陀神能の方式に倣うようになりました。

その特色は各演目が、七座 (面を着けない採物舞)、

式三番 (能楽から取り入れた舞)、神能 (着画し

た神話all)とぃぅ整然とした二部構成をなして

いることです。

かぐやま
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「柴取鬼」とも呼ばれま

す。

天照大御神が天の岩戸にこもっ

たため、他の神々は神楽を舞

しヽ慰めようとして、香具山の

主の大山津見神に黙ってこの

舞しヽにつかう真榊を持ち帰つ

たため大山津見神|よ怒つたが、

訳を聞き納得 し、更には悪切

りの剣舞により岩戸開きに協

力されるという神楽です。

出雲の国稲佐の浜におしヽて、

建御雷神は大国主命に国土

奉献につしヽて話し、大国主命

は心良 く約束されたが、御

子 の建御名方神 |よ認 さす

建往‖雷神と力競べをしたが、

力及ばす信州 (長野県)の諏訪

湖まで逃|ザ、降参し「父の命の

仰せのように献上する」と言

つて鎮んだという神楽です。

出 うねびやま

神武天皇が東征方遠征の際、

吉備国 (岡山県)を 攻めた

が勝てす 「吾は国神の御子

にて国に向いて戦うはほ、さ

わす、日を背負いてこそ撃

てよう」と言つて紀ノ国 (和

歌山県)か ら軍を進め見事

鎮圧し、畝傍柏原 (奈良県 )

に斎庭を造 り祭事を行い、

天皇の位につくことができ

たという神楽です。

ビ研      やまとだけ

東夷 征伐の 認 を受け

た日本武命は、伊勢神

宮にお参 りし、御おば

倭姫命 より天叢雲父」と

火打袋を授かり、これ

をもって東の国へ向か

つた。この二種の神器

の徳により、たちまち

荒振るう夷どもを平定

したという神楽です。
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島根県の神楽 (郷土出版社)



邑起敗起垂垂目   萎
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介護保険は、利用者が事業所を選択して介護サービスを利用するしくみです。雲南地区にも、

サービスに応じてたくさんの事業所があります。今回は主なサービスの内容と、そのサービ

スを行つている雲南地区の事業所を紹介します。

今月号で紹介するの|よ、ケアプランを作成するための 「居宅介護支援」と家庭を訪問する

サービスの中の 「訪間看護」と 「訪問介護」です。

要介護認定を受けた方が、介護保険のサービスを有効に利用できるように、ケアプランの作成、サービス事業者

との連絡調整や、介護保険施設への紹介などを行うサービスです。

主なサー三ス
・ケアプランの作成
・在宅サービス事業者との連絡 ・調整
・介護サービスの内容に関する情報提供
・介護保険施設への照会 ・ケアマネジメント など

仁多福祉会 居宅介護支援事業所 仁多町三成 54-2200 」A雲南すすらん福祉センター 木次町里方 42-9120

仁多町立仁多病院 居宅介護支援事業所 仁多町三成 54-1123 ケアプラン あいねつと 木次町里方 42-818]

よこた福社会 居宅介護支援事業所 横田町稲原 52-2564 (福)有隣会 居宅介護支援事業所 三刀屋町三刀屋 45-5565

居宅介護支援事業所 おおぎ 大東町大東 43-9200 居宅介護支援事業所 みとや 三刀屋町三刀屋 45-3659

簸の上園 居宅介護支援事業所 大東町中湯石 43-3125 ケアプランよしだ 吉田町深野 75-0346

指定居宅介護支援事業所 うんなん 大東町飯田 43-5992 居宅介護支援事業所 かけや 掛合町掛合 62-1812

ケアプラン ほつと 大東町新庄 43-8008 居宅介護支援事業所 愛寿園 頓原町佐見 72-0214

アイリスケアセンター あかがわ 大東町仁和寺 43-8576 頓原町 居宅支援事業所 頓原町頓原村 72-1770

かも福祉会 居宅介護支援事業所 加茂町宇治 49-8065 赤来町社会福祉協議会 居宅介護支援事業所 赤来町野萱 76-26]]

奥出雲コスモ病院 木次町里方 42-3950 赤来町国民健康保険直営診療所 赤来町野萱 76-2309

ケアセンターきすき 居宅介護支援事業所 木次町山方 42-3660 ホームケア島根 雲南営業所 三刀屋町三刀屋 45-0111

(福)きすき福祉会 木次居宅介護支援事業所 木次町東日登 42-0300 コムスン出雲ケアセンター 出雲市大津町 (0853)24-8681
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う
訪間看護ステーシ∃ンの看護師、保健師などが家庭を訪問して、

主治医と連絡を取りながら病状を観察 したり、入浴や排泄の介助、

床すれの手当などを行しヽます。

赫
・血圧や脈拍などの病状チェック
・食事や入浴、排泄の介助
・床すれの予防や処置

。経管栄養のチューフゃ尿の管、
在宅酸素療法に使う機器の管理や医療処置

ヨ驚査淳11

訪間看護ステーション にた 仁多町三成 54-2000 訪間看護ステーション ヘいせい 三刃屋町三刀屋 45-3151

訪間看護ステーション まこころ 槙田町稲原 52--2800 訪間看護ステーション うんなん 吉田町吉田 74--0217

訪間看護ステーション うんなん 大東町飯田 43--2973 頓原町 訪間看護ステーション 頓原町頓原村 72--1770

老人訪間看護ステーション友喜,きすき出張所 木次町山方 42--3660

電力1現すr言覧 /

ホームヘルパー (訪間介護員)や 介護福祉士などが家庭を訪問し

て、食事や入浴、排泄の介助や炊事洗濯など身の回りの世話の手助

けを行うサービスです。

身体介護 ・食事 ・入浴等の介助
・衣類の着脱、体位変換
・洗髪、爪切り、身体の清拭
。通院の付き添い など
・通院などの際の、乗降車の介助

仁多町 ヘルパーステーション 仁多町三成 54-2200 きすき ヘルパーステーション 木次町山方 42-3660

よこた福祉会 訪間介護事業所 横田町稲原 52-2940 訪間介護事業所 みとや 三刀屋町三刀屋 45-3659

アイリスケアセンター出雲あかがわ出張所 大東町仁和寺 43-8576 ケアポートよしだ 吉田町深野 75-0346

簸の上園 ヘルパーステーション 大東町中湯石 43-3125 訪間介護事業所 かけや 掛合町掛合 62-9050

指定訪間介護事業所 おおざ 大東町大東 43-9100 頓原町社会福祉協議会 指定訪問介護事業所 頓原町頓原村 72-1770

指定訪間介護事業所 うんなん 大東町飯田 43-2973 赤来町社会福祉協議会 訪間介護事業所 赤来町野萱 76-2170

ヘルパーステーション かも 加茂町宇治 49-8098 コムスン出雲ケアセンター 出雲市大津町 (0853)24-8881

」A雲南すすらん福祉センター 木次町里方 42-9120
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√ 雨碗 の範 麟 蝸 甑 随 脇 軌 酬 au翻 駒 賜動
ぶ

雲南市木次町木次1013-1 (0854)40--1042雲南市健康福祉部長寿障害福祉課

(0854)43-6142雲南市大東町大東 1038大 東 健 康 福 祉 セ ン タ ー

雲南市加茂町宇治328 (0854)49-8612加 茂 健 康 福 祉 セ ン タ ー

木 次 健 康 福 祉 セ ン タ ー (0854)40--1083雲南市木次町新市3フ9

(0854)45-9501雲南市三刀屋町三刀屋1212-3三 刀屋健康福祉 セ ンター

雲南市吉田町吉田1066吉 田健 康 福 祉 セ ン ター (0854)フ 4-0215

掛 合 健 康 福 祉 セ ン ター 雲南市掛合町推卜合1310 (0854)62-0フ 2フ

介 サービス vdH6
木次B」の 「介護老人保健施設 ケアーセンターきすき」で通所リハピリテー

ションの目」主任として活躍されている岡田啓さんを紹介します。

「ケアセンターきすき」|よ介護保険制度施行前の平成 ]]年 ]]月 に開設し、入

所定員60名 (内、痴呆専門棟30名 )、短期入所療養介護、居宅介護支援事業所、
ヘルパーステーシ∃ン、訪間看護ステーション (サテライト)を 併設する単独型の

介護老人保健施設です。

通所り八ビリテーション|よ定員 30名 で月曜日～土曜日の運用となつており平日

23～ 25人 の方々が通つておられます。その内個別り八ビリロ的の日利用者は ]8
～ 20人 位で地域別登録人数|よ木次 46人 、加茂 20人 、大東 23人 、三刀屋

]3人 となつてしヽます。

要介護度の維持 向上に専門職一同力を併せ、質の高いサービスの提供ができ

るようがんばつています。

●日頃サー ビスを提供する上で心がけていることは

「サービスの質の向上」と言う言葉がありますが、この意味を考えてみ

ると 「利用者の立場に立ち、言葉使いにも気を付け、敬しヽの気持ちを大

切にし 。」等々たくさん思しヽつきますが、私はそれ以上に 「今日も]

国利用して頂くのだから、1回でも心から笑つて頂くこと」を常に心掛
けております。

●仕事で大変なこと、また良かつたことは何ですか

この仕事|よ、利用者の方が 「今、何を感じているのか」とか 「今、どう

思つてしヽるのか」等の心の言葉を読み取る事が大切だと思います。そし

てその通りに援助することができて、その方の喜8 顔ヽが見えたとき、介
護職になつて良かつたと感 じます。

●好きなこと、趣昧は
草野球と4歳2ヶ月になる一人息子との 「戦いこつこ」です。

●何か一言
ジヤイアンツの復活を願しヽつつ、北京オリンピックでの長嶋茂雄さ

ん
'3'の

姿… 期待 してます。

岡田 啓さん
(介護福祉士)

Ｗ
＼
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グリーンシャワー

クリスマスパーティー

雲南市吉田グリーンシヤワーの森

フリードリンク、フーズの立食パーティー、ミ
ニコンサートやプレゼント交換会があります。

女性 2,000円

(宿泊費別途・日帰り可)

★雲南市吉田グリーンシヤワーの森

TEL 0854-74-0210

歳末チャリティ余芸大会

雲南市三刀屋文化体育館 アスパル

Wonder」 azz Night!

雲南市加茂文化ホール ラメール

ジャズピアニスト「森下慈」さんのライブで、

サックスとのコラボレーションです。

入場券 一般    ],500円

高校生以下  500円

☆雲南市加茂文化ホール ラメール

TEL 0854-49-8500

朗つき体験
「新年を手作りお朗で迎えましょう!」

雲南市吉田グリーンシャワーの森

回 因 四 困 買 ■ 回
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

2021 22 232425 26

2728293031

仁多乃炎太鼓 『大幅日年越演奏J

仁多集合庁舎前

恒例の年越炎太鼓ライブです。2005年 に

向けて23i00よ り炎太鼓でカウントダウン

します。

★仁多町三成 山田幸之助

TEL 0854-54-1076

心と知恵を出し合つてみんなでつくるチャリ

ティ余芸大会です。

★雲南市社会福祉協議会三刀屋支部

★雲南市三刀屋町歳末チャリティー実行委員会

TEL 0854-45-3659

杵つき餅を

作り「ぜんざ

しヽ」や離 煮」

にして頂き

ます。また鏡

餅 を作つて

持ち帰るこ

ともできま

す。

参加費 大入 21000円

子供 ]1500円

(宿泊費別速・日帰り可)

★雲南市吉田グリーンシヤワーの森

TEL 0854-74-0210

●横田町地域振興課
TEL 0854-52-2113

●赤来高原スキー場

TEL 0854-フ 6-3335

キッズルームやキッ

ズパーク、ソリゲレ

ンデなど家族みん

なが楽しめる安全

安心なファミリーゲ

レンデです。初心者

の方も大歓迎です。

入場料 i大人500円 。子供300円

●琴引フォレストパークスキー場
TEL 0854-フ 2-1021

鋳
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雲南地域ふるさとのひとコマ Wol.16

寵頭八重滝県立自然公園 八重滝(雲南市掛含町)

日本の滝百選にも選ばれてしヽる八重滝は、およそ]5km

にわたる渓谷にある大小八つの滝から成り立っています。

春の新緑、夏の清流、秋の紅葉、冬の雪景色と豊かな自然

がやさしく包み込んでくれる千姿万態の滝が集まり、一大

渓谷美をなしています。特に秋の紅葉は美しく、紅葉の時

期に|よもみじ狩りをする人々でにぎわしヽます。

バスツプー雹 載し抱
雲南広域連合で1よ、広島からの誘客事業の目玉として、広島県の方に雲南地域の魅力を発見して頂こうと 「雲南地域

だけを巡るバスツアー」を去る10月 16国 (土)を 皮切りに11月 14国 (国)ま で、計10回 を実施しました。

今回、総勢434人 の参加があつたこの事業は、テレビPRと ツアー後に参加者の 「ロコミ」により、二次的な誘客増

加を図ることを目的とし、平成13年度から毎年続けられ今年で4年 目を数え、 「広島に向けての広域での観光客誘客事

業」の要として定着しております。今年度は仁多郡と雲南市大東町 ・木次町を巡る企画としました。

すバスツアーの様子
奥出重トロツ到雄副めaO目 襲須琵堅」

色の 塾

6暑]倉伝空暑呂骨密彗F富骨紛整雪ほ自魯岳岳言畳岩
神として信仰を集める 「湯野神社」を探索しました。

亀嵩温泉 「玉峰山荘」で露天風呂 うたせ湯 ・すわり

湯などにゆつくり浸かり、その後に1よ雲南田舎料理の

昼食を提能しました。

18レ讐   魯
1 退治」を大スクリーンで鑑賞した後
| は、海潮温泉 「ゆとりの里」で超音

1 波気泡風呂や漢方薬湯風呂を楽しみ

ました。

i 
tヨト

含↑昌冒暑:台 烙営昌魯暑             多畳

ま覇誓馨署増縁守雷皇種畠

| ツアーのみなさん|よここで、再びバスに乗り換えられ、ループ橋の交流館 「三国」で最後の買

| い物を楽しまれ、帰路に着かれました。

ツアー初回 (10月 16日 )の 様子は広島テレビが同行取材し、去る10月 2]国 に 「テレビ宣言ニュー」内で特番とし

て放映しました。参加された皆さんは、楽しかつた、雲南は初めてで知らなかつたがまた家族で来たしヽなど好意的な声

が間かれ、観光客の増allを図つてしヽくためにも、これからも雲南の魅力をPRし て参ります。

龍頭が瀧   
ヤ

掛合総合センター 道

至広島        ‐ 至松江

湯野神社の石段

玉峰山荘内ロビーで休憩 田舎料理の昼食

古代鉄歌謡館内 同館内神楽ホール トロッコ列車内

交流館 「三国」

●雲南地 区の観光、イベント情報、介護保険について掲載●

雲南 広 域 連 含 ホ ー ムベ ージア ドレスは


